
目指して〜」（がんは日本人の死因の第１位を占めてお
り、２人に１人はがんにかかり、３人に１人はがんで亡
くなっています。がん治療成績の向上には早期発見と早
期治療が重要ですが、残念ながらがん検診の受診率は
30％程度にとどまっています。がん検診をめぐる現状
と課題について解説します。外科部長：吉田幸弘医師）

 
　 医学資料館を見学しませんか

　附属看護専門学校の１階で、医学・病院・郷土・中国・
故諸橋初代病院長記念資料などを展示しています。見学
する場合は、平日の午前９時から午後３時までに看護学
校事務室に声を掛けてください。入場は無料です。

 
　 ６月11日（土）に市民健康講座を開催

　毎回多くの参加のある健康講座です。誰でも無料で参
加でき、事前の申し込みも不要です。
日時／６月11日（土）　午後２時〜４時
場所／本館３階しおさいホール
内容／●講演１「病理診断ってなあ〜に〜病院における
病理医の役割〜」（ドラマ「フラジャイル」に登場する病理
医、岸京一郎は「僕の言葉は絶対だ！」が口癖ですが、そ
れは病理医が病気の最終診断である病理診断を行ってい
るからに他なりません。内視鏡や手術で得た組織が、が
んかどうか最終的に判断しているのは病理医です。患者
と接する機会の少ない病理医の仕事を、分かりやすく紹
介します。中央検査科部長：田村元医師）
●講演２「がん検診を受けよう！　〜検診受診率50％を

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

館内の様子

　市では赤ちゃんの健やかな成長を願い、保護者がス
トレスを抱え込まず、心身共に健康で楽しい子育てが
できるように応援する「赤ちゃん全戸訪問事業」を実施
しています。
　市内では毎年約500人の赤ちゃんが誕生し、その全
員を対象に訪問を行っています。
どんなことをするの
対象／生後４か月までの全ての乳児
訪問者／市の保健師または助産師
訪問までの流れ／赤ちゃんが生まれたら「赤ちゃん訪
問連絡票」を提出してください。後日、担当者が電話
をして日程調整を行います。
訪問の内容／●赤ちゃんの身体測定　●子育てや赤
ちゃんの発育、授乳に関する相談　●お母さんの産後
の健康に関する相談　●予防接種や育児サークルなど
市のサービスや子育てに関する情報提供　●そのほか
育児に関するさまざまな疑問や心配ごとの相談

産後のママへ　〜心のサインを見逃さないで〜
　産後は赤ちゃん中心の生活になり、睡眠不足になり
がちです。赤ちゃんの世話や、上の子どもの赤ちゃん
返りの対応など、初めての出来事や戸惑う事が多くな
ります。お母さんの体の中では、ホルモンの急激な変
化や母性本能の芽生えがあり、わが子を守るために知
らず知らずのうちに緊張を感じている状態が続き、心
と体にストレスを溜め込みやすくなります。この変化
は母親として赤ちゃんとの絆を深める反面、お母さん
にとって負担に感じることもあり、１割くらいの人が
産後うつにかかるともいわれています。ストレスの感
じ方には個人差があります。一人で抱え込まないで、
周りの人にも上手に頼りましょう。赤ちゃんを迎えら
れたお父さんや家族の皆さんも、お母さんを気に掛け
てあげる必要があります。　
　赤ちゃん全戸訪問の際には、保健師や助産師に気軽
に相談してください。電話相談も随時受け付けていま
す。

【健康管理課　保健師】

健康ひろば
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赤ちゃんの生まれた家庭に訪問します
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